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 高齢者の増加に伴い，高齢者の自転車事故死者数の割合が増加傾向にある．また，自転車に関連する死

亡事故件数は自転車側の4分の3に違反があるという背景がある．そこで本研究では，高齢者の違反行動を

知るために非高齢者と共に自転車利用時の意識と行動をwebアンケートにより比較分析した．その結果，

高齢者は，並列走行，傘差し運転，無灯火運転，携帯電話の使用，歩道通行時の徐行，車道通行時の一時

停止において非高齢者より違反行動が少ないという結果が得られた．高齢者は違反行動が少なく，法令遵

守意識が高いことが明らかになった． 
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1．はじめに 

 

現在わが国では，高齢化が進行している．それと平行

して，高齢者の自転車事故件数の割合が増加傾向にある．

非高齢者と高齢者の自転車事故死者数の推移（図-1）で

は，高齢者が非高齢者を上回っている1）．このことから，

高齢者の自転車事故は非高齢者と比較し，重大事故が多

い． 

その原因の一つとして考えられるのが，自転車利用者

の違反行動である．非高齢者・高齢者を問わず，自転車

が第1当事者又は第2当事者となった自転車関連の死亡事

故件数は自転車側の4分の3に違反行動がある2）．法令違

反別にみると，安全不確認が最も多く，次いで信号無視，

運転操作不適，一時不停止，交差点安全進行義務違反の

順に多い． 

こうした背景から，非高齢者と高齢者の違反行動を明

らかにし，高齢者の事故要因を探る必要があると考えら

れる．そのために，本稿では非高齢者と高齢者の自転車

乗用時の違反特性を明らかにし，今後の課題解決につい

て考察する． 

 

 

2．先行研究  

 

既存の研究では高齢者の自動車運転者の実態や，歩行

図-1 高齢者と非高齢者の自転車乗用中の死者数の推移 

 

中に巻き込まれる事故の実態について先行研究は数多い

が，高齢者の自転車利用の実態についてはまだ十分に明

らかにされていない． 

熊谷は年を重ねるほど左側通行と赤信号を遵守する割

合が高くなることを明らかにした3）．また永田は，年代

が上がるにつれて自分の運転に自信が付くことを明らか

にし，高齢者は自身の自転車走行を過信している可能性

を示唆した4）．そこで本研究では，熊谷が明らかにしな

かった携帯電話を使用しての運転，傘差し運転，夜間時

のライトの点灯の有無などの他の交通法規を元に違反行

動の意識の違いを高齢者と非高齢者に分け，比較分析を

行った． 
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      表-1 アンケート実施概要 

事前調査 本調査

実施日 2012/10/22（月） 2012/10/23（火）

回収日 2012/10/23（火） 2012/10/24（水）

サンプル数 10000 312  

 

 

3．分析方法 

 

2012年に行ったアンケート調査のデータから対象とす

る違反行動を並列走行，傘差し運転，車道通行位置，無

灯火運転，携帯電話の使用，歩道通行時の徐行，歩道通

行時の走行位置，ベルの使用，歩道用信号，車道通行時

の一時停止の10項目とし，年代比較により分析した． 

また，ここでは，高齢者を60歳以上とし，非高齢者を

60歳未満とした．年代区分は10～30代，40代～50代，60

代以上の3区分とした． 

調査方法はwebアンケート（マクロミル社）を使い全

国の週1日以上自転車を利用している高校生以上の者を

対象とした．なお，対象者を利用頻度の高い人に絞るこ

とによって，アンケート結果をより信頼性の高いものに

するために事前調査を行い調査対象を選出した．実施概

要については表-1に示す． 

 

 

4．分析結果  

 

（1）並列走行 

 図-2は年代と並列走行するかをクロス集計したグラフ

である．フィッシャーの正確確率検定の結果，1％水準

で有意であった．このことから，10代～30代は並列走行

する割合が比較的高いと言える．これは，一般的に並列

走行は学生に多く見られるため，その影響を受けた可能

性がある． 

 

（2）傘差し運転 

 図-3は年代と傘差し運転するかをクロス集計したグラ

フである．カイ2乗検定の結果，1％水準で有意であった． 

このことから，若い年代ほど傘差し運転をする傾向にあ

ると言える．これは，高齢者は体力の衰えにより片手運

転が難しくなることが影響していると考えられる． 

 

（3）車道左側通行 

年代と車道走行時，左側通行をするかをカイ2乗検定

した結果，有意な差はなかった． 

 

 

 

（4）無灯火運転 

 図-4は年代と無灯火運転をするかをクロス集計したグ

ラフである．カイ2乗検定の結果，1％水準で有意であっ

た．このことから，若い年代ほど無灯火運転をする傾向

にあると言える．これは若い世代ほど視力が良いため，

走行時に無灯火運転をしてしまうためと考えられる． 

 

図-2 年代と並列走行 

p<.01 

 

図-3  年代と傘差し運転 

χ
2
=9.483  df=2  p<.01 

 

図-4 年代と無灯火運転 

χ
2
=5.532  df=2  p<.01 
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図-5 年代と携帯電話を見ながらの運転 

         p<.01 

 

（5）携帯電話を見ながらの運転 

 図-5は年代と携帯電話を見ながら運転するかをクロス

集計したグラフである．フィッシャーの正確確率検定の

結果，1％水準で有意であった．このことから，若い年

代ほど運転中に携帯電話を使用する傾向にあると言える．

これは，非高齢者の方が携帯電話の保有率が高いことが

影響していると思われる． 

 

(6) 歩道通行時の徐行 

図-6は年代と歩道通行時，徐行するかをクロス集計し

たグラフである．カイ2乗検定の結果，1％水準で有意で

あった．このことから，若い年代ほど歩道で徐行する人

の割合が低いと言える．これは高齢者は身体能力が低下

し，走行速度が遅くなることが影響していると考えられ

る． 

 

(7)  歩道の中央より車道側の位置を走行  

年代と歩道中央から車道側を走行するかをクロス集計

し，カイ2乗検定を行ったが，有意な差はなかった． 

 

(8)  歩道走行時，歩行者に対してベルを鳴らす 

 年代と歩行者に対してベルを使用するかをカイ2乗検 

 

図-6 年代と歩道通行時の徐行 

χ
2
=11.055    df=2    <.01 

図-7 年代と車道走行時，「止まれ」の標識で一時停止 

χ
2
=26.741  df=2  p<.01 

 

定した結果，有意な差はなかった． 

 

(9）歩道走行時，歩行者用信号に従って道路を横断する 

 年代と歩行者用信号に従って道路を横断するかをカイ

2乗検定した結果，有意な差はなかった． 

 

(10) 車道走行時，「止まれ」の標識で一時停止 

 図-7は年代と車道走行時，「止まれ」の標識で一時停

止するかをクロス集計したグラフである．カイ2乗検定

の結果，1％水準で有意であった．このことから，若い

年代ほど標識で一時停止しない傾向にあると言える．こ

れは高齢者が自身の身体的衰えを自覚しているために，

一時停止を意識している可能性がある． 

 

 

5． まとめ  

 

各違反行動と年代のカイ2乗検定，フィッシャーの正

確確率検定の結果，いくつかの項目で有意な差が得られ

た．検定結果については表-2に示す． 

非高齢者と高齢者のそれぞれの特徴は，非高齢者にお 

 

表-2 違反行動と年代の差 

違反行動 年代の差

(1) 並列行動 **
(2) 傘差し運転 **
(3) 車道左側 ―
(4) 無灯火運転 **
(5) 携帯電話を見ながら運転 **
(6) 歩道通行時の徐行 **
(7) 中央から車道よりの位置の走行 ―
(8) 歩行者に対してベルを鳴らす ―

(9) 歩行者信号に従って道路を横断 ―

(10)車道走行時，「止まれ」の標識で一時停止 **
**：1%,　*：5％, ―：有意差なし  
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いては，(1)並列走行，(2)傘差し運転，(4)無灯火運転，

（5）携帯電話の使用，(6)歩道通行時の徐行，(10)車道 

通行時の一時停止では高齢者より違反行動をするという

結果が得られた．これは，非高齢者の方が，高齢者より

も身体能力が高いため，自転車走行に自信があり，違反

行動をすると推測される． 

これに対し高齢者は，他の年代と比較し違反行動が少

なかった．このことから高齢者ほど，法令順守意識が高

い傾向にあると考えられる．永田の論文5）でも，高齢者

ほど法令順守意識が高いとされている． 

今回の調査では，高齢者の違反行動は他の年代と比較

して多くなく事故が多い要因とは考えられなかった．今

後は高齢者の身体的能力などに注目し，事故の多い要因

について探っていきたい． 
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